
一

回社）
の二
人。

諸制調司
忍
が

日←

町一
滴も
飲めない
のに賞をも
らっ

9

酬
のは懇いと
思っ
たが、
よく考え

月

』て
みるとオレンジ
ジュ
ースを愛

ロ

第一一
面サントリー
堂百貨の
贈園
用しているのに気づいて
安心レ

年
皐一致、
七
日
午後
五時か
ら東京国
た」
と
笑わせ、
中野
助教
授も

け
・
丸の
内の
東京
会館で
聞かれ
「実は
私もそうだが、恩師が二

刊
号

臼に一
本、
年間百八十本の
ボト

nd
まず主
催者のサントリー
文也
ルを
空けている
ウイ
スキー
党

刊
財団、
佐治敬三週事長
なりあい
で、
飲む方は師に任せ、
貨は
私

タ
さつ
があリ、
十人の
受賞者にそ
が
いただ
くことに決めた」
と明

聞
れ
ぞれ
賞はいと副
賞百万円が贈
い
さつ、
会場
を爆笑さ
せ
た時

拡馴
られた。
海外にいるため村松
岐

また、安場保吉阪

大教授（『経

吉小
夫京大教授（『戦後日本の官僚

済成長
論』
H筑摩書房）、
芳賀

東
制』
H東洋経
済
華社）、
岡崎
徹東大教授（『平
襲内』
日朝

Il
久
彦駐米
公使（『国家と情報』
日新聞社）、
金
子務
中央公
論社

Hr
文芸春秋）、
平川
祐弘東大教
「自然」
編
集部次長（『アイン

授（『小泉八雲』H新
潮社）
の
三
シュ
タイン・
ショッ
ク』
HH河
出

人は代理の人が
出席した。
紅一
番房新社）
の
三氏は
問
、羊東
大教

点の
評
論家・
梅野七生芯ん（『
海

養学部の
同窓生。
そろっ
ての
受

の都の
物語』
1中央公
論社）
は
賞をよろこび合っ
ていた。

イタリア・
フィ
レ
ンツェ
の
自宅
。
最後に、
吉沢英成里岡大教授

からかけつ
けて
言葉少なに感
激i
（『貨幣と
象徴』
H臼木経
済新一

を語っ
たo－

聞社）
が
「本

出版されると一

洋酒メーカーをパッ
クにする
人
歩きする
子供とい
うが、
その

財団からの賞とあっ
て
戸惑い気
子供が認められて
うれレい」

味だっ
たのが、
司
当
週
翠且締
め
くくっ
た。

東京
外対剖
胡円『北
京烈烈』
1

－
筑摩
輩房一）
と中野一一一
敏九
大助教

日（『戯
作
研
究
T中央公論

H
飲
め
な
い
H
受
賞
者

の

あ
い
さ
つ

に
爆
笑

サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
贈
呈
式

ロ
日
午
後
2
時、
東
京

サントリー学芸賞贈呈式　飲めない受賞者のあ
いさつに爆笑


